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岡山県地域肝炎対策サポーターが
正しい知識を得るために
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岡山県医療従事者研修会
地域肝炎対策サポーターフォローアップ研修会

の受講もご検討を

主たる対象者



本日のテーマ

本邦における肝炎対策

活動するために知っておいてほしい窓口
「肝炎情報センター」
「岡山県肝炎相談センター」

取り組み紹介



厚生労働省健康・生活衛生局がん・疾病対策課 肝炎対策
推進室 B型肝炎訴訟対策室
室長 安田 正人先生の資料

https://www.kanen.ncgm.go.jp/



https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/kanen/kangan/kanencoordinator.html



対象：
市町村、保健所、医療機関等の
健診業務担当者や医療従事者等

役割：

１．肝炎ウイルス検査の受検勧奨
・未受検者
・検査結果を正しく認識していない者等

２．肝炎専門医療機関への受診勧奨
・検査により陽性と判明した者
・肝炎専門医療機関の未受診者等

３．県が提供する肝炎対策に関する情報周知
・肝炎患者等

オンデマンド配信が始まります。皆様の職場の方へアナウンスを

地域肝炎対策サポーターになった方の継続教育は
【岡山県肝炎医療従事者研修会/地域肝炎対策フォローアップ研修会】

地域肝炎対策サポーター



肝炎診療の均てん化・医療水準の向上をさらに全国的に推進するため設置。
（1）肝疾患診療連携拠点病院間の情報共有を支援、
（2）肝炎診療に関する情報提供、
（3）肝疾患診療に携わる医療従事者等に対する研修会の開催

肝炎情報センター



お風呂を媒介として、ウイルス性肝炎に感染した入居者
や職員からの感染が広がることはありますか？

お風呂でウイルス性肝炎に感染したという報告はこれまで
のところありません。

ウイルスを含んだ血液や体液が浴槽の中に入っても水で
薄められますので、感染は起こらないと考えられます。

ただし、肌に傷がある場合は、その傷口を絆創膏などで
覆ってから浴槽に入る必要性があります。



岡山県肝炎相談センター

平成19年12月
「肝疾肝疾患診療連携拠点病院」に認定
岡山大学病院内に「岡山県肝炎相談センター」を設置

肝炎相談センターは各都道府県にあります！

 肝臓疾患に関する医療相談
 専門医療機関等の情報提供
 生活や仕事、感染予防、医療費について
 疾患による差別問題
 訴訟（B型肝炎）
 肝炎ウイルス検査陽性者へ受診の働きかけ

相談業務

肝炎ウイルス検査検査

肝炎治療に対する医療費助成

肝炎陽性者フォローアップ事業

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業

助成制度の案内・手続き

未受検者に検査の機会を提供

肝炎ウイルス検査の実施

086-235-6851 平日9:00～17:00

ホームページも
ぜひご覧ください

講演会/研修会の実施

企業、一般市民を対象に肝炎について学ぶ機会を提供

医療従事者への勉強会の提供 9

http://kanen.ccsv.okayama-u.ac.jp/



チーム活動
広報

肝疾患
サポート
チーム

岡山県
市町村/保健所/かかりつけ医
肝炎一次・二次専門医療機関

厚生労働省

患者
の声

定期的なmeeting
・肝炎情報センターの研修会、協議会の報告
・事例報告
・肝がん・重度肝硬変医療費助成対象者
拾い上げ状況
・電話相談の件数・内容
・出張肝臓病教室・肝臓病教室の実施状況
・文献紹介
・啓発グッズや資材の検討



肝活 ～活動レポートシステム～

頑張って活動した
コーディネーター
が評価されるように

https://okayama-kankatsu.jp/

ここから登録が
できます



何ができるかは、職種や立場によって変わる
あなたの立場だからできることを！

情報提供が正しい内容かどうか
今一度確認を

一緒に活動できる仲間を探す

働き方改革が推奨されているこのご時世
簡便に使えるツールを活用しよう


